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：受信装置

アレーアンテナを備える受信装置

給電素子とパラサイト素子とを備えたアレーアンテナ

リアクタンス値の制御を高速で行い、データを正確に受信する。

本発明受信装置によれば、予め設定されたリアクタンステーブルを参照して到来波
を受信するために最適なリアクタンス値が選択されるので、摂動法を用いてリアクタ
ンス値を制御するより高速に制御できると共に、ビームフォーミングはパケットのプ
リアンプルの受信信号に基づいて実行されるので、ビームフォーミングが高速で行
われデータを正確に受信することができる。

本発明に係る受信装置１００は、アレーアンテナ１０と、リアクタンステーブル６０と、
制御装置５０とを主構成要素とし、アレーアンテナ１０に到来する到来波の到来方向
とアレーアンテナ１０によって形成されるビームを到来方向に向けるためのリアクタ
ンス値との関係を保持し、制御装置５０は、リアクタンステーブル６０の各リアクタンス
値をバラクタダイオード５、６に設定してパケットのプリアンブルの一部を受信した時
の受信信号とリアクタンステーブル６０の各到来方向からアレーアンテナ１０に到来
する到来波の受信信号との相関値が最大になるときのリアクタンス値をリアクタンス
テーブル６０から選択し、その選択したリアクタンス値にバラクタダイオード５、６を制
御し、制御手段５０はその選択したリアクタンス値を固定してデジタルフォーミングを
行う。


